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Ⅰ．研究概要 

立方骨高は足部外側縦アーチ評価の指標であり、超音波画像装置を用いて定量化すること

ができた。我々は次の研究として、立方骨高がどんな特徴をもつ指標なのかを明らかにする

ことを目的として研究を行なった。⼤学生 73 名を対象に足部の立方骨高（図１）を評価した

結果、立方骨高は男性が女性より高い値を示し、青森県の⼤学生の一般的な標準値として参

考にできた（表１）。立方骨高は内側縦アーチの評価である足背高と性別との関連が示された。

（表２）。 

 
図１ 超音波で測定された立方骨高 

 

表１ 各変数の男女の比較 

 
 

表２ 重回帰分析の結果 

 



【用語説明】 

（＊１）立方骨（図２）︓足部の外側に位置する骨で、外側縦アーチの要石 

（＊２）足背高︓足の甲の高さであり、足長の 50％の位置を電子ノギスで測定する。 

 
図２ レントゲンでみた足部外側の写真と立方骨 

 

Ⅱ．今後の展開 

 立方骨高の特徴が本研究で明らかとなったので、今後は立方骨高が荷重や動きの中でどの

ように変化するのかを明らかにすることや、立方骨高と足部・足関節疾患の関連はあるのか

を明らかにしていく予定である。 
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